
大試合

　この時代、ハイデルランド

の各地でトーナメントが開か

れているが、ミンネゼンガー

公が催すリューテスバーデン

のトーナメントを特にこう呼ぶ。

トンレット

　徒歩による試合。

■シナリオデータ
プレイヤー人数:3～5人

プレイ時間:3～4時間

年代:1070年

■シナリオ概略
▼背景

　西方歴1070年、復興が進んだミンネゼンガー

公国で再開された大試合が物語の舞台であ

る。

▼ストーリー

　年若きミンネゼンガー公、マティアスは、自

分を利用する宿老たちに対する牽制の意味も

込め、亡き祖父が催していた大試合の復活を

宣言し、彼に大器を見いだしていた青年貴族、

ギュンターは、病身をおして剣を取る。

　だが、それは殺戮者が仕組んだ罠だった。

彼が放浪の女鍛治から購った剣こそ、“勝利

の剣”。使い手に絶対の勝利と、それ以上の

破滅を約束する殺戮者だったのだ。

　“勝利の剣”はギュンターの望みである大試

合での優勝という勝利と、彼が見いだした主

君、マティアスの死という破滅のために大試合

にわくリューテスバーデンで暗躍を始め、自ら

を追ってきた魔神アーグリフが化身、グリフェ

ンヘルムの動きを封じるために優勝候補だっ

た宮中伯、ギルベルトを暗殺する。

　かくしてギュンターは順調に勝利という名の

破滅へ駒を順調に進めることとなった。

　PCたちの目的は大試合の裏で暗躍する

“勝利の剣”を倒すことで、これを達成すれば

シナリオは終了となる。

●アクトトレーラー

　時は西方歴1070年。戦の爪痕も癒え

たミンネゼンガー公国のリューデスバー

デンで、先代ループレヒトの死より絶えて

いた大試合が再開された。

　若き選帝候、マティアス・フォーゲルヴァ

イデがトンレット部門で真剣を解禁すると

共に、優勝者に対して“最強の騎士”の

称号に加え、公国領ベーゲンハーフェン

領主の地位を約束したことが大々的に宣

伝されたためにハイデルランド中の猛者

が集い、大試合は往時を凌ぐほどの規

模になろうとしていた。

　しかし、光あるところには影がある。華

やかな催しの影で、闇の鎖に囚われた

咎人は血と殺戮をまき散らしていた。

ブレイド・オブ・アルカナ

『祈りと囁き』

■シナリオハンドアウト
　次のページに掲載されているハンドアウトを

使用すること。

　PC間因縁は以下の通り。

PC1→PC2→PC3→PC4→PC5→PC1

シナリオ　祈りと囁き

心せよ

真摯なる祈り手さえも

時に誘惑の囁きを天啓と釈るのだから

――イドリアの警句

プレリュード

シナリオ執筆:ぱらでぃん

　ブレイド・オブ・アルカナは有限会社ファーイースト・アミューズメント・リサーチの著作物です。

BLADE of ARCANA

SCENARIO PROT

祈りと囁き



■登場 NPC
　シナリオ中に登場するであろう主な NPCと、

その行動指針を示す。

◆“勝利の剣”
　殺戮者。殺した英雄の魂を自らのものとした

ためにアーグリフから放逐された白鳥人。一

度は聖痕者たちに倒されるが、英雄を狩りた

てて聖痕を奪うという妄念で剣を支配し、“勝

利の剣”として幾多の英雄を屠ってきた。

　現在はギュンターの願いである大試合の優

勝を叶え、彼に降りかかるそれ以上の破滅で

あるマティアスの死を企てている。

▼シナリオ中の行動

　マスターシーンで宮中伯ギルベルトを暗殺

し、ギュンターの印章指輪を使ってグリフェン

ヘルムを捕縛するよう命令を出す。試合では

ギュンターを操って決勝へ進出する。

◆ギュンター・フォーゲルヴァイデ
　　“勝利の剣”のファミリア。フォーゲルヴァイ

デ家傍流の青年貴族で、マティアスに大器を

認め、宿老派と対立する一派を率いる。

　生来病弱で武道は苦手だが、“勝利の剣”を

取ると見違えるような太刀筋になる。

▼シナリオ中の行動

　私人としては人が良い青年。事件のことは

何も知らず、“勝利の剣”もやけに扱いやすい

剣程度にしか思っていない。

　グリフェンヘルムの捕縛については、PCが

偽造された書類を彼に見せるなどの行動を行っ

た場合、手違いがあったとして撤回する。

◆グリフェンヘルム
　エキストラ。辺境から娘を探して旅をしている

と自称する隻眼の戦士だが、その正体は魔神

アーグリフ。“勝利の剣”となりはてた白鳥人の

魂を取り戻す事を目的として人里を訪れたが、

貴族殺しの犯人として街の衛兵に囚われる。

これはアーグリフを遠ざけるために“勝利の剣”

が仕組んだものである。

　アクト中に魔神の力を使うことは無いが、PC

が追及すれば魔神としての姿を現す。この場

合も行動指針は変わらない。

▼シナリオ中の行動

　牢に繋がれた後は、正式に解き放たれるま

で自ら脱獄を企てることはない。

　殺戮者と化した娘を倒すことを望み、それが

なせなくなればPCたちに助勢を願う。

　“勝利の剣”や、大試合出場者がそれを帯

びているということの情報源になる。

◆マティアス・フォーゲルヴァイデ
　13 歳という若年ながら、選帝候の重責を担う

少年(『GoB』P154)。今回の大試合における異

例の趣向は、彼が宿老たちに対して行う抵抗

の一環である。

▼シナリオ中の行動

　PC1に望みを繋ぎ、大試合の行方を見守っ

ている。PCの行動次第では死亡する。

ギュンターの扱い

　ギュンターは“勝利の剣”の

ファミリアだが、処理を簡単

にするためHPだけを持つ存

在になっている。

　PCの強さにあわせ、ある

程度戦闘能力のある存在に

しても良いだろう。

旅の女鍛治

　“勝利の剣”が《魔神の娘》

で人に化身した姿である。

冤罪

　衛兵が出す根拠は、明日

の大試合でグリフェンヘルム

とギルベルトが対戦する予

定で、勝てぬとふんだグリフェ

ンヘルムが彼を闇討ちにした

というものである。これはアー

グリフに見つかることを避け

たい“勝利の剣”がギュンター

の印章指輪で命令書を偽造

して出した命令である。

　グリフェンヘルムを連れて

逃げる場合、関わったPC共々

手配書が書かれ、街の門は

閉ざされる。

決勝戦

　シナリオではPC1が決勝

戦に進出するとなっているが、

他のPCも大試合に出場して

いる場合、技能の対決など

で決定してもよい。

∵爆破∵の逆位置

　大試合の会場が破壊され、

PCと“勝利の剣”、ギュンター

以外は全員死亡する。こうなっ

た場合、[悪徳]として鎖を配

布する。

　∵紋章∵で観客を逃がす

なども認めて構わない。

■導入ステージ

●動き出す歯車
　マスターシーン。優勝候補と目されていた宮

中伯ギルベルトが“勝利の剣”から殺害される

シーン。

　就寝しているギルベルトを、何者かが頭から

股まで一太刀で両断し、絶命させる。これは

[悪徳]である。

●舞台への誘導
　導入ステージでは、各 PCをシナリオの舞台

となるリューテスバーデンの大試合へと誘導

することが目的となる。以下にその例を示す。

◆PC5
　PC5が黒騎士からリューテスバーデンで大

試合が再開されることを告げられるシーン。黒

騎士はこれに伴って暗躍する者たちの動きを

探り、不正があった場合それを糺すよう命令

する。

◆PC4
　PC4がギュンターの屋敷に招かれるシーン。

ギュンターは晩餐の後でPC4を私室に招き、

大試合の優勝者に与えられる領主の地位を

宿老派に渡すわけにはいかないので、自分も

出場すると告げ、そのために旅の女鍛治から

購ったと“勝利の剣”を見せる。

◆PC3
　宿でPC3とグリフェンヘルムが食事をしてい

るシーン。グリフェンヘルムは家を出て行った

娘を探していること、トーナメントに出場するの

も名をあげれば人探しもやりやすくなるからな

どと身の上話をする。

◆PC2
　PC2がリューテスバーデンを訪れるシーン。

街の門をくぐった時に一瞬、聖痕の共振が起

こる。周囲にはそれらしい存在はないが、PC2

にはその感覚が“勝利の剣”が発するものだと

気付く。

◆PC1
　PC1は大試合が間近に迫った夜、マティア

スから密かに呼ばれるシーン。彼はPC1に、

大試合で優勝してベーゲンハーフェン伯の地

位を手に入れ、共に宮廷で宿老たちと戦って

欲しいと言う。

■展開ステージ
　展開ステージは大試合の最終日、決勝戦に

向けてイベントと情報収集を行う展開となる。

●イベントシーン
◆冤罪(PC3)
　導入ステージ直後に発生する。PC3がグリフェ

ンヘルムと宿で談笑していると、衛兵が宿に

踏み込み、2人を遠巻きにし、問答無用でグリ

フェンヘルムをギルベルト卿殺害の下手人と

して告発する。

　PCが何もしなかった場合、グリフェンヘルム

は大人しく縛について牢に繋がれる。

◆咎人(PC1)
　PC1のもとを街の衛兵が訪れるシーン。衛

兵は大試合の優勝候補だったギルベルト卿

が暗殺されたことと、その下手人を確保したの

で検分して欲しいと報告し、牢に繋がれたグリ

フェンヘルムと引き合わされる。

　PCが質問をした場合、グリフェンヘルムは

娘が殺戮者で、大試合の出場者を狙っている

こと、ギルベルトの死も、出てこられては邪魔

な父を拘束するための罠だろうという内容を素

直に話す。

◆不吉な噂(PC2)
　PC2が街で噂を聞くシーン。〈事情通〉など

で“勝利の剣”について情報収集を行うと、貴

族のギュンターという人物が良い剣を手に入

れたということが判明する。

　さらに情報収集を行えば、ギュンターに剣を

売ったのは旅の女鍛治ということ。ギュンター

は大試合でも剣に導かれるかの如く勝ちつづ

けていること。といった情報を入手できる。

　これらの情報は、PC2が追っている“勝利の

剣”の特徴に合致するものである。

◆ギュンターの戦い(PC4)
　ギュンターから大試合の会場に招かれてい

るシーン。彼は剣匠卿もかくやという流麗な剣

さばきで全ての対戦相手を紙一重で破って順

調に勝ち上がっていく。

　その姿は明らかにPC4が知っているギュン

ターのものではない。〈知覚〉に成功すれば、

ギュンターの持つ剣が勝手に動いてるような

違和感を感じる。

◆暗闘(PC5)
　準決勝前日、その日の試合が終わった会場

でギュンターが宿老派の放った暴漢に襲われ

るシーン。しかし、ギュンターは瞬く間に彼らを

いなし、去っていく。

　〈知覚〉に成功すれば、暴漢をいなす時の剣

さばきが、明らかにとどめを狙っていたものの、

寸前で思いとどまっていたものだと判る。

■対決ステージ
　対決ステージの舞台はミンネゼンガー公の

PC4用ハンドアウト

因縁:○友人/ギュンター　推奨アルカナ:コロナ

　あなたの友人、ギュンターは生来病弱ながら人望があり、宮廷の

中でマティアスを陰日向となく支えている。そんな彼が、今回の大試

合に出場することとなった。宿老派が差し向けた代理闘士の露払い

と彼は言っているが、ろくに剣の稽古もできていない人物である。何

か嫌な気分がした。

PC2用ハンドアウト

因縁:○強敵/“勝利の剣”　推奨アルカナ:なし

　あなたは、ある剣匠卿が帯びていた剣を探して各地を遍歴してい

る。その剣は持ち手に絶対の勝利を約束すると巷で囁かれていが、

あなたはその剣が勝利以上の破滅を呼ぶ悪意の魔剣であるという

伝説の裏側を知っている。大試合の再開にわくリューデスバーデン

を訪れたあなたは、そこで剣の気配を感じた。

シナリオハンドアウト
　各PCには以下の設定がつくので、キャラクター作成時によく相談

すること。

PC1:マティアスの家臣。

PC2:“勝利の剣”を追っている。

PC4:マティアス派の人物。

PC1用ハンドアウト

因縁:○幼子/マティアス　推奨アルカナ:アダマス

　大試合が近づいたある日、あなたはマティアスから老獪な重臣たち

に抗せる人材を探し出し、よしみを通じることが今回の大試合に隠さ

れた真の狙いだと打ち明けられた。そして彼は主としてあなたに命を

下す。試合で優勝して地位を手に入れ、主を助ける右腕になれと。

PC3用ハンドアウト

因縁:○恩人/グリフェンヘルム　推奨アルカナ:なし

　あなたは旅の途中、山賊に襲われているところをグリフェンヘルム

と名乗る隻眼の戦士に助けられ、道連れになった。彼は娘を探すた

め大試合に参加したが、試合を前にして対戦相手殺害の疑いで捕

縛され、牢に入れられた。彼の潔白を証明できれば恩返しになりそう

だ。

PC5用ハンドアウト

因縁:○主従/黒騎士　推奨アルカナ:なし

　大試合をミンネゼンガー侯が開くという情報は、辺境に佇む黒騎士

の居城にまで届いている。かの地にて年若き選帝侯の影に不穏な

動きありと察知した“お館様”は、あなたに彼の周囲をさぐり、不正が

行われていた場合それを糺すよう命じて指環を託した。

シナリオプロット



御前試合となる決勝戦である。

　決勝戦はPC1 とギュンターの対戦となり、数

合の鍔迫り合いをした後に、“勝利の剣”はギュ

ンターの手から抜けてマティアスの胸へ吸い

込まれるように刺さる(∵神移∵を宣言)。[悪

徳]を宣言し、鎖を配ること。

　この効果は打ち消し、もしくは防御、蘇生系

奇跡一つで相殺できる。

　この直後、“勝利の剣”は殺戮者としての欲

望を剥き出しにし、∵爆破∵の逆位置で会場

に地震を発生させて破壊し、PCの聖痕を奪う

ために襲いかかる。

▼セリフ:“勝利の剣”

「聖痕……　ヲ。聖痕ヲ捧ゲヨ」

「小五月蝿イ雑魚ガ……　多イカ……？」

「抹消スル！」(∵爆破∵の逆位置を宣言)

「サア。刻マレ……　シ者……　タチ……　ヨ。

妾ニ聖痕ト勝利ヲ捧ゲ……」

「死ヌガヨイ！」(宴宣言)

■終局ステージ
　“勝利の剣”を倒せば[聖痕の解放]が起こり、

シナリオは終了となる。

　マティアスとギュンターが生きており、かつ会

場が破壊されていなかった場合、マティアス

はこの戦いを無効とし、後日改めて決勝を行

う。という展開にしても良いだろう。この場合、

対戦するギュンターはエキストラとなる。

●最後に
　西方歴 1070年、時のミンネゼンガー公マティ

アスは北狄との戦以来絶えていた大試合の

復活を宣言した。

　観戦や対戦のため集まった貴族などの手

記には、久々の大試合、しかも例年には無い

破格の褒章に誘われたハイデルランド中の

猛者が集まって往時を凌ぐほどの盛況であっ

たと記されているが、それらは一様に、この

大試合で起こった様々な怪事も記している。

　優勝の有力候補だった神聖バルヴィエステ

帝国宮中伯、ギルベルトの怪死。決勝戦を観

戦するミンネゼンガー公に、高々と跳ね上げ

られた剣が襲いかかったこと。その直後に試

合会場を襲った突然の地震い。

　そしてその直後、会場に降りそそぐ光の中

で戦う美しくも恐ろしい姿の乙女と、数人の勇

者たち。

　彼らの名や素性は定かでない。しかし、人々

は彼らこそリューテスバーデンの誉れである

と口々に噂した。そう記録は伝えている。

――天慧院出版部『ハイデルランド稗史集』

それぞれのエンディング

　以下に各PCのエンディン

グ例を挙げる。

・PC1

　宮廷に入り、マティアスを補

佐する。

・PC2

　“勝利の剣”の探索を終え、

新たな人生への一歩を踏み

出す。

・PC3

　疑いが晴れて解き放たれ

たが、街はこりごりだと言うグ

リフェンヘルムと峠道で別れ

る。

・PC4

　ギュンターが生きていれば、

彼は決勝戦の記憶を失って

おり、今でも決勝まで進んだ

ことと大災害で生き残ったの

が信じられないと見舞いに来

たPC4に語る。

　ギュンターが死んでいる場

合、彼の墓前で生前を回想

するなどが適当だろう。

・PC5

　裁きがあるならそれを行い、

黒騎士に事の顛末を報告す

る。

“勝利の剣”
◆データ

アルカナ:フルキフェル=ディアボルス=エルス

異形:使い手の背後に浮かぶ白鳥人の幻影

と周囲に降りそそぎ舞い散る光と白い羽根

▼能力値&技能

体格:14 反射:31 共感:14

知性:18 希望:0

HP:68(36) AP:24

技能

〈軽武器〉3〈回避〉2

▼コンボ

・ロングソードによる白兵攻撃

メジャーアクション:《鋭き刃》3《魂魄の槍》《意

志持つ刃》《魔技》

技能:〈軽武器〉4 代償:なし

判定値:16 クリティカル値:4

対象:単体 射程:至近

効果:S+16の白兵攻撃。リアクションにダイス

ペナルティ-1。ダメージロール+3D6。判定後

HPを 1D10点を失う。

・魔法攻撃に対するリアクション

リアクション:《対魔法防御》

技能:〈軽武器〉4 代償:なし

判定値:20 クリティカル値:1

対象:自身 射程:-

効果:魔法攻撃へのパリーを行う。防御修正

は7。

・物理攻撃に対するリアクション

技能:〈回避〉2 代償:なし

判定値:23 クリティカル値:1

対象:自身 射程:-

効果:物理攻撃へのドッジを行う。

・ダメージ移し変え

ダメージロールの直後:《シミュラクラム》

効果:ダメージをファミリアと振り分ける。ファ

ミリアのHPは36。

・クリンナップフェイズの回復

クリンナップフェイズ:《自動回復》

効果:HP を 1D10回復。

・常時

《魔剣所有》5(適用済み)《主我》《魔神の娘》

《苦痛耐性》4(適用済み)

▼装備

ロングソード:〈軽武器〉S+16/7

▼奇跡 12個

■ウェントス □フィニス

□エルス □アダマス

□アルドール □アクシス

□アクア □アングルス

□フルキフェル □フルキフェル

□ディアボルス ■デクストラ

　殺戮者となった白鳥人の魂が宿る剣。多く

の英雄と呼ばれる人物の剣として聖痕を狩っ

た。現在は大試合に勝利したいと願っていた

ギュンターが見いだされ、彼をファミリアとし

ている。

　グリフェンヘルムを遠ざけるために彼の対

戦相手、ギルベルトを殺して彼を捕えさせた

後はギュンターを操って試合を進め、決勝戦

で殺戮の宴を行う。


